
【資料 01】

1997 年の熊本まちなみトラスト設立以来、冨士川は自らの事務所を活動拠

点として、その活動を牽引してきた。

この資料では、その後の活動実績を年表と主要事業の解説という形で掲載し

ている。Ｐ2 とＰ3 が年表であり、Ｐ1 とＰ2 が平成 28 年熊本地震以前の主

要事業の解説で、Ｐ4 が平成 28 年熊本地震以後の主要事業の解説である。

Ｐ5 には NPO 法人熊本まちなみトラスト年次総会 2019 に提案した今後の

活動目標を掲載している。
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古町研究会

　熊本まちなみトラストには， 古町研究会という前史がある。 設立は 1986 年 10

月 14 日、 事務局は高木冨士川計画事務所に置かれた。 会員は、 城下町の一

画をなす 「古町」 の魅力に惹かれた大学研究者、 建築家、 不動産鑑定士、 写

真家、 行政職員等の会員約 25 人。 月に一度の例会は会員による研究発表や

話題提供が行われ、 時にはシンポジウムの開催、 海外視察研修なども精力的に

行われた。 旧食糧会館取り壊しの際には、 市にはたらきかけて実測調査と再築

可能な状態での部材保存を実現している。 長六橋 ( 昭和 2 （1927） 年～平成 3

（1991） 年 ) 取り壊しの際には、 土木構築物ということもあり、 建築学会に加えて

土木学会関係者の多数参加による 「長六橋研究会」 を組織し、 事務局機能を古

町研究会が受け持った。

　旧第一銀行熊本支店社屋の活用保存の取り組みも、 当初は古町研究会で行っ

ていたが、 組織を拡大する必要に迫られ、 古町界隈の商店主、 地元経済人、

商工会議所、 弁護士、 東京 ・ 大阪の賛同者等を加えた約 60 人へと質量ともに

組織強化を図り、 熊本まちなみトラストとして新たなスタートを切ることとなった。

熊本まちなみトラストの前史とも言える「古町研究会」について

下記に小さくまとめた。

長六橋　1927（S2）－1992（Ｈ4 ／解体）
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　新たな転入者や若い世代は「街の記憶」を共有することが難しい。一方、新町古町を

はじめとする歴史ある街には伝統を活かす新旧の事業者が息づき、まちの景観と共に未

来のコミュニティにとって魅力的な要素となっている。そのような環境に熊本まちなみ

トラストの活動が加わることで新旧住民の「記憶の継承」が促進され、地域住民のコミュ

ニティの絆が強まり、地域資源の観光客への訴求力も強まる。そのような好循環を生み

出し、市民意識がリノベーション（再生）され新しい価値を創出し続けることを目標と

する。

　都市や地域は人間社会と同じように赤ん坊（新しい建物）から高齢者（古い建物）ま

での各世代が尊重されイキイキとした生活が営まれることが望まれる。熊本まちなみト

ラストが関わる近代の歴史的文化遺産は、少し昔（半過去）の文化遺産であり現在の生

活環境に至る経路がたどりやすいので、都市や地域の「記憶の継承」を助けることに大

いに役に立つ。熊本地震からの復旧・復興の経験は、個々の近代化遺産の持つファミリー

ヒストリーが集まって地域のヒストリーが紡がれていることの再発見であった。その経

験を熊本まちなみトラストの未来の活動に活かしたい。
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